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行
政
改
革
と
は
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
あ
げ
る
な
ど
、
無
駄
の
な
い
効
率
的

な
行
政
を
実
現
す
る
た
め
、
行
政
の
組
織
や

機
構
、
仕
事
の
内
容
や
進
め
方
を
見
直
し
、

作
り
直
す
こ
と
で
す
。

こ
の
「
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、
公

募
に
よ
る
委
員
と
知
識
経
験
者
で
構
成
す
る

「
長
門
市
行
政
改
革
懇
話
会
」
か
ら
提
案
さ
れ

た
意
見
を
尊
重
し
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る

「
行
政
改
革
推
進
本
部
」
で
検
討
を
重
ね
策
定

し
ま
し
た
。

行
政
改
革
の
基
本
理
念
や
基
本
方
針
を
示

し
た
「
長
門
市
行
政
改
革
大
綱
」
と
、
平
成
18

年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
実
施
す

べ
き
具
体
的
な
取
り
組
み
項
目
や
数
値
目
標

な
ど
を
定
め
た
「
長
門
市
行
政
改
革
実
施
計

画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）」
の
２
つ
の
計
画
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。

「
行
政
改
革
大
綱
」
の
中
で
は
、
次
の
３

つ
の
改
革
の
必
要
性
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

１
行
政
運
営
の
改
革

行
政
運
営
の
し
く
み
を
「
管
理
」型
か
ら
「
経

営
」
型
に
変
え
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
計

画
し
て
実
施
す
る
一
時
的
・
時
限
的
な
取
り

組
み
方
を
見
直
し
、「
計
画
↓
実
施
↓
検
証
↓

改
善
」
を
継
続
し
て
行
い
、
次
の
事
業
に
取

り
組
む
経
営
型
の
行
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

２
財
政
運
営
の
健
全
性

市
の
財
政
は
依
然
厳
し
く
、
歳
入
は
減
少

し
、
歳
出
は
増
加
し
て
い
く
状
況
に
あ
り
ま

す
。
経
費
削
減
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
事
務

事
業
の
見
直
し
や
市
税
等
の
収
納
率
向
上
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
コ
ス
ト
を
見
直
し
ま
す
。

３
職
員
の
意
識
改
革

改
革
を
実
施
す
る
の
は
「
人
」
で
す
。
職

員
一
人
ひ
と
り
が
危
機
的
な
財
政
状
況
を
認

識
し
、
経
営
感
覚
を
持
っ
て
改
革
と
改
善
に

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

長
門
市
が
目
指
す
自
治
体
経
営

１
改
革
の
理
念
と
目
標

①
改
革
と
再
生
へ
の
挑
戦

行
政
運
営
に
「
改
革
と
再
生
へ
の
挑
戦
」
と

い
う
民
間
的
な
経
営
理
念
を
導
入
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
改
革
に
向
け
た
強
い

意
志
を
全
職
員
に
徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、

民
間
経
営
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
で
改
革

を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す

②
改
革
と
改
善

民
間
的
な
自
治
体
経
営
を
目
指
す
に
は

「
改
革
」
と
「
改
善
」
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。「
改
革
」
は
目
標
と
期
限
を
定
め

て
組
織
の
体
質
を
変
え
、「
改
善
」
は
日
常

の
業
務
を
変
え
て
い
き
ま
す

③
経
営
と
協
働

自
治
体
経
営
を
進
め
る
上
で
は
「
経
営
」

と
「
協
働
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

こ
の
「
経
営
」
と
「
協
働
」
を
実
現
さ
せ
る

た
め
、
経
営
感
覚
と
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る

「
行
政
改
革
大
綱
」
を
推
進
す
る
た
め
の

具
体
的
な
実
施
計
画
と
し
て
、
３
つ
の
重
点

項
目
を
柱
と
し
た
「
行
政
改
革
実
施
計
画
（
集

中
改
革
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

１
歳
入
の
確
保

①
徴
収
率
の
向
上

市
税
等
の
自
主
財
源
の
確
保
、
負
担
の
公

平
・
公
正
を
期
す
る
た
め
、
適
切
な
滞
納

整
理
を
行
い
ま
す

②
新
た
な
財
源
の
確
保

市
が
発
行
す
る
各
種
印
刷
物
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
広
告
料
収
入
の

確
保
を
行
い
ま
す

③
市
有
財
産
の
有
効
活
用

未
使
用
に
な
っ
て
い
る
市
有
財
産
を
有
効

に
活
用
す
る
と
と
も
に
遊
休
土
地
や
不
用

資
産
等
の
売
却
を
行
い
ま
す

２
歳
出
の
見
直
し

①
人
件
費
総
額
の
抑
制

職
員
数
の
削
減
や
給
料
・
手
当
等
の
適
正

化
を
行
い
ま
す

②
事
務
事
業
の
コ
ス
ト
削
減

公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
や
物
件
費
の
コ

ス
ト
削
減
、
補
助
金
等
の
評
価
・
検
証
に

よ
り
見
直
し
を
行
い
ま
す

３
財
政
状
況
の
分
析
と
公
表
等

「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画

的
な
財
政
運
営
を
図
り
ま
す
。
財
政
状
況
と

人
事
行
政
の
運
営
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
い

方
法
で
公
表
し
ま
す
。

効
率
的
・
効
果
的
な
組
織
体
制
の
整
備

１
職
員
定
員
の
適
正
化

「
定
員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
行
政
の

ス
リ
ム
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
種
委
員

会
等
に
つ
い
て
も
そ
の
必
要
性
や
有
効
性
を

検
討
し
、
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

２
組
織
機
構
の
見
直
し

地
方
分
権
、
権
限
委
譲
に
と
も
な
い
発
生

す
る
新
た
な
行
政
需
要
に
迅
速
か
つ
的
確
に

対
応
す
る
た
め
、「
効
率
的
な
組
織
機
構
」
へ

の
改
編
を
行
い
ま
す

３
事
務
事
業
の
見
直
し

行
政
内
部
の
業
務
作
業
手
順
の
共
有
と
標

準
化
を
図
り
、「
正
確
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
」

を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
窓
口
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

４
公
共
施
設
運
営
の
見
直
し

指
定
管
理
者
制
度
や
業
務
委
託
な
ど
に
よ

り
民
間
活
力
の
導
入
を
行
う
と
と
も
に
、
住

民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
既
存
施
設
の
利
活
用
、

統
廃
合
に
取
り
組
み
ま
す
。

５
電
子
自
治
体
の
推
進

情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
事
務
事
業
を
簡
素

効
率
化
す
る
と
と
も
に
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

を
県
等
と
共
同
で
開
発
・
運
用
を
行
い
ま
す
。

成
果
志
向
に
転
換
す
る

行
政
運
営
の
仕
組
み
づ
く
り

１
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
の
確
立

①
人
材
育
成
基
本
方
針

人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定
し
、
市
職
員

と
し
て
「
あ
る
べ
き
姿
」
を
示
し
ま
す

②
職
員
研
修
制
度

職
員
研
修
制
度
を
確
立
し
、
職
員
の
更
な

る
能
力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す

③
職
員
提
案
制
度

職
員
提
案
制
度
を
活
用
し
、
業
務
改
善
や

行
政
効
率
の
向
上
を
図
り
ま
す

④
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム

職
員
の
や
る
気
、
成
果
に
つ
な
が
る
新
た

な
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す

２
市
民
と
の
協
働
体
制
の
確
立

地
域
協
働
の
実
現
に
向
け
て
、
行
政
情
報

の
共
有
化
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度

（
市
民
意
見
公
募
）
を
導
入
し
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
市
政
に
反
映
し
ま
す
。

３
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
す
る
た

め
、
施
策
等
の
目
的
・
目
標
を
明
確
に
し
、

成
果
の
達
成
度
を
数
値
化
す
る
な
ど
、
客
観

的
に
検
証
す
る
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
ま
す
。

組
織
改
革
に
取
り
組
み
ま
す

２
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
経
営
改
革

①
行
政
経
営
改
革

行
政
内
部
の
改
革
を
行
い
ま
す
。「
財
政
健

全
化
」、「
組
織
体
制
の
整
備
」、「
行
政
運

営
の
仕
組
み
づ
く
り
」
の
３
つ
の
重
点
項

目
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
経
営
管
理
）
シ
ス

テ
ム
を
取
り
入
れ
、
自
治
体
経
営
を
進
め

て
い
き
ま
す

②
地
域
経
営
改
革

住
民
と
行
政
と
の
関
係
の
改
革
を
行
い
ま

す
。
行
政
に
お
け
る
経
営
資
源
（
人
・
も

の
・
金
）
に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
行

政
で
対
応
で
き
る
範
囲
を
見
直
し
て
い
き

ま
す

③
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
執
行
段
階
の
み
市
民

の
方
が
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、
計
画
段

階
か
ら
参
画
す
る
機
会
を
提
供
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す

近
年
の
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
地
方
分
権
の
推
進
や
地
方
交
付
税
制

度
の
抜
本
的
な
見
直
し
、
国
庫
補
助
負
担
金
等
の
廃
止
・
縮
減
な
ど
、
さ
ら
に
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
長
門
市
で
は
限
ら
れ
た
経
営

資
源
（
人
・
も
の
・
金
）
を
有
効
に
活
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
を

図
る
た
め
、「
改
革
と
再
生
へ
の
挑
戦
」
を
行
政
改
革
の
経
営
理
念
と
し
て
、
本

年
３
月
に
『
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

行
政
改
革
の
具
体
的
な
取
組
み

〜
長
門
市
行
政
改
革
実
施
計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）〜

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩

〜
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
〜

こ
れ
か
ら
の
長
門
市
経
営
改
革

〜
長
門
市
行
政
改
革
大
綱
〜



財政力指数：地方自治体の財政力の強弱を示す指標です。基準財政収入額
を基準財政需要額で除して得た数値の過去３年間の平均値。「１」に近
いほど財政力が強いと判断でき、税収が豊かなら財政力があるといえ、
少なければ財政力が弱いといえます。

市民税・固定資産税等の減少により、0.34％と類似団体平均を下回
っています。今後、歳出の見直しや徴収業務の強化に取り組むなど歳入
の確保に努めます。

経常収支比率：地方自治体の財政構造の弾力性を示す指標です。経常的経
費（毎年必要となる支出：人件費・扶助費・公債費等）を経常一般財源
（地方税・普通交付税等）で除した数値。比率が高いほど財政構造が硬
直化しており、新たな事業を行うことが難しくなります。

96.4％と類似団体平均を上回っている。人件費については、職員数
を今後10年間で100人削減し、併せて経常経費の徹底した削減を図り、
経常収支比率の減少に努めます。

起債制限比率：地方自治体における公債費による財政負担の度合いを判断
する指標です。地方税、普通交付税のように使途が特定されておらず、
毎年度経常的に収入される財源のうち、公債費（普通交付税が措置され
るものを除く）に充当されたものの占める割合。起債制限比率が、
20％以上になると一部の地方債の発行が制限されます。

12％と類似団体平均を上回っている。今後は新市建設計画にある新
規事業においても、計画の廃止・見直し等により起債に依存することの
ない財政運営に努めます。

人口１人当たり地方債現在高：平成17年3月31日現在の人口１人当たり
の地方債（借入れ）の現在高です。

近年の大型普通建設事業により類似団体平均を上回っている。今後は
新市建設計画にある新規事業においても、計画の廃止・見直し等により
償還額を上回らない地方債の発行に努めます。

ラスパイレス指数：地方公務員の給与水準を表す指数で、国家公務員の給
与を100としています。

類似団体平均で5.3ポイント上回っている。今後は、県内自治体との
比較のほか、類似団体、地域の民間給与の状況も踏まえながらより一層
の給与の適正化に取り組みます。

人口1,000人当たり職員数：平成17年3月31日現在の人口1,000人当た
りの職員数です。

住民サービスを低下させることなく、適正な定員管理を推進し、今後
10年間で職員数を100人削減することを目標とします。

類似団体：人口、産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類し
た結果、同じグループに属する団体。長門市を含む類似団体は20団体。
（青森県黒石市／秋田県鹿角市／茨城県かすみがうら市／千葉県旭市／千葉県鴨
川市／山梨県山梨市／兵庫県篠山市／岡山県新見市／広島県庄原市／徳島県美馬
市／愛媛県八幡浜市／愛媛県西予市／高知県南国市／長崎県対馬市／長崎県五島
市／熊本県菊池市／熊本県上天草市／大分県豊後大野市／宮崎県小林市）

＊財政比較分析表は、山口県のホームページに掲載されています。
http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/gyosei/shi-cho/zaiseihan/zaiseibunnseki/mokuji2.htm

財
政
比
較
分
析
表
に
よ
り
長
門
市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
比
較
分
析
表
と
は
、
普
通
会
計
決
算
（
平
成
16
年
度
）
に
基
づ
き
、

類
似
団
体
と
の
比
較
に
よ
り
財
政
状
況
を
分
析
し
た
も
の
で
す
。

新生長門市のあるべき姿
～長門市行政改革懇話会

からの提言書～

行政改革懇話会では活発な意見が交
わされ、長門市のあるべき姿として
「財政の健全化」と「人材育成」の２つに
重点を置いた提言書が提出されました。
財政健全化については、
「赤字を出さない財政にするために

借入金を毎年減らすことやあらゆるコ
ストの見直しを行うこと」
人材育成については、
「羨ましがられる職員から尊敬され

る職員へ」として、「市民がこのまちに
住んでよかったと思われるような仕事
をし、住民の意識の向上に寄与したい
という志を全職員が持つことが必要で
ある」とされています。
市の財政が危機的状態にある今、「自

己変革にこそ生きる道ありの精神で改
革にチャレンジしていただきたい」と
いう思いが提言書に盛り込まれました。
市では、これらの提言を真摯に受け

止め、職員の改革意識を統一し、行政
改革に積極的に取り組んでいきます。

長門市行政改革懇話会委員
(敬称略／50音順)

会　長　伊村　　隆（駅通)
副会長　岡村　節子（正明市２区)

石村　弘治（野波瀬）
大井　克一（錦町）
小崎　真一（湊１西区）
高林　正義（人丸）
中村　典子（狩宿）
山下　　毅（宗頭）
吉田栄次郎（鳥越1区）
吉村　典和（伊上浦）

「長門市経営改革プラン」（行政改革
大綱・集中改革プラン）と「行政改革
懇話会からの提言書」については、本
庁総務課行政改革推進室および各総合
支所総務課、各出張所でご覧いただけ
ます。また、市ホームページにも全文
を掲載しています。

■ 問い合わせ
行政改革推進室 TEL 23‐1121

■ 市ホームページ「長門市経営改革プラン」
http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/

modules/tinyd2/index.php?id=37



５
月
26
日
、
県
立
水
産
高
校
で
、
実

習
船
「
青
海
丸
」
の
出
航
式
が
行
わ
れ
、

実
習
生
を
は
じ
め
水
産
高
校
の
生
徒
や

関
係
者
が
出
席
。
実
習
生
を
見
送
る
と

と
も
に
航
海
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

今
年
、
遠
洋
航
海
実
習
に
参
加
す
る
の
は
専
攻
科
の
生
徒
24

人
。
八
戸
港
や
ハ
ワ
イ
ホ
ノ
ル
ル
港
に
寄
港
し
、
７
月
28
日
に

仙
崎
港
へ
帰
港
す
る
ま
で
64
日
間
の
遠
洋
航
海
と
な
り
ま
す
。

航
海
中
は
航
海
・
機
関
運
転
実
習
を
行
う
ほ
か
、
西
部
北
太
平

洋
海
域
サ
ン
マ
資
源
調
査
の
協
力
や
ハ
ワ
イ
ホ
ノ
ル
ル
県
人
会

と
の
交
流
、
え
ひ
め
丸
慰
霊
碑
の
参
拝
を
行
う
予
定
で
す
。

実
習
船
「
青
海
丸
」
出
航
式

遠
洋
航
海
で
成
長
を

６
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
海
洋
環

境
保
全
推
進
週
間
に
あ
わ
せ
、
６
月
７

日
、
深
川
幼
稚
園
で
海
洋
環
境
保
全
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
仙
崎
海
上
保
安
部
の
職
員
に
よ
る
ク
イ
ズ
や
海

上
保
安
庁
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
う
み
ま
る
く
ん
」

が
参
加
す
る
劇
な
ど
が
行
わ
れ
、
１
４
０
人
の
園
児
は
海
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
は
３
択
問

題
が
出
さ
れ
、
園
児
は
元
気
よ
く
手
を
挙
げ
て
、
正
解
す
る
と

声
を
上
げ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
６
月
８
日
に
は
、
通
保
育
園

で
も
こ
の
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

海
洋
環
境
保
全
教
室

海
の
大
切
さ
学
ん
だ
よ

５
月
29
日
、
向
陽
小
学
校
横
の
河
原

南
川
砂
防
え
ん
堤
で
土
砂
災
害
防
止
施

設
見
学
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
向
陽
小
学
校
の
３

年
生
か
ら
５
年
生
の
約
50
人
。
県
の
担
当
職
員
か
ら
土
砂
災
害

や
砂
防
設
備
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、
え
ん
堤
周
辺
で

の
写
生
会
も
行
い
ま
し
た
。

え
ん
堤
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
不
透
過
え
ん
堤
で
、
流
域

内
で
発
生
し
た
土
石
流
を
補
足
し
、
下
流
域
の
安
全
を
確
保
し

ま
す
。
え
ん
堤
下
流
に
は
、
砂
防
事
業
の
総
合
学
習
の
場
と
し

て
渓
流
を
利
用
し
た
水
遊
び
場
な
ど
の
整
備
も
行
わ
れ
ま
す
。

土
砂
災
害
防
止
施
設
見
学
会

防
ご
う
土
砂
災
害

６
月
20
日
、
通
２
区
で
金
子
み
す
ゞ
の
父
・
庄
之

助
の
生
誕
地
を
記
念
す
る
石
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
、

関
係
者
な
ど
約
70
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
記
念
碑
は

「
み
す
ゞ
の
ル
ー
ツ
・
通
」
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
長
門
市

郷
土
文
化
研
究
会
が
建
立
し
た
も
の
で
、
高
さ
１
・
35
ｍ
の
御
影
石
製
。

式
で
は
、
郷
土
文
化
研
究
会
の
中
野
会
長
や
石
津
家
当
主
の
石
津
貴
久
さ

ん
ら
に
よ
る
除
幕
が
行
わ
れ
た
後
、
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
の
嶋
田
学
芸
員
が

通
地
区
に
ち
な
ん
だ
「
鯨
捕
り
」
と
「
祭
り
の
あ
く
る
日
」
を
朗
読
。
山
口
市
在

住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
ち
ひ
ろ
さ
ん
が
「
浦
の
神
輿
」
を
朗
読
し
、

新
曲
「
か
た
ば
み
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
金
子
庄
之
助
は
、
明
治
７
年
石
津
助

四
郎
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
結
婚
後
金
子
姓
を
名
乗
り
ま
し
た
。

「
み
す
ゞ
の
父
生
誕
地
」
記
念
碑
除
幕

み
す
ゞ
の
ル
ー
ツ
・
通
を
Ｐ
Ｒ

正
倉
院
復
元
楽
器
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

幻
の
古
楽
器
の
音
色
に
感
動

千
二
百
年
前
に
中
国
か
ら
奈
良
の
正
倉
院
に
伝
わ

っ
た
と
さ
れ
る
五
絃
琵
琶
や
拜
簫

は
い
し
ょ
う

、
彫
刻
尺
八
な
ど

の
復
元
楽
器
に
よ
る
演
奏
会
が
６
月
９
日
、
三
隅
中

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
24
、
25
日
の
両
日
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
開
か
れ
る
「
正
倉
院
復
元

楽
器
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
長
門
市
文
化
振
興
財
団

が
企
画
し
た
も
の
で
、
古
楽
器
研
究
の
第
一
人
者
・
劉

リ
ュ
ウ

宏
軍

ホ
ン
ジ
ュ
ン

さ
ん
と
五
絃
琵

琶
奏
者
・
邵
容

シ
ャ
オ
リ
ン

さ
ん
に
よ
り
、
幻
の
音
色
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
三
隅
地
区
の
小
・
中
学
生
（
明
倫
小
・
浅
田
小
の
５
、

６
年
生
・
三
隅
中
）
約
２
６
０
人
は
、
千
二
百
年
の
歳
月
を
越
え
て
よ
み
が

え
っ
た
美
し
い
古
楽
器
の
音
色
を
興
味
深
そ
う
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。



「
島
息
子
。」
は
、
通
地
区
で
フ

ッ
ト
サ
ル
を
し
て
い
る
、
平
均
年

齢
20
代
前
半
の
と
て
も
若
く
て
熱

い
グ
ル
ー
プ
で
す
。

毎
週
金
曜
日
に
フ
ッ
ト
サ
ル
の

練
習
に
燃
え
て
い
ま
す
が
、
通
や

長
門
市
を
盛
り
あ
げ
る
た
め
、
サ

ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

５
月
３
日
に
は
、
地
元
の
新
鮮

な
魚
や
野
菜
を
直
売
す
る
「
第
１

回
通
な
ん
で
も
市
」
を
企
画
し
、

開
催
前
に
は
会
場
の
清
掃
活
動
や

テ
ン
ト
張
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

６
月
に
は
、
市
内
フ
ッ
ト
サ
ル

チ
ー
ム
と
連
合
で
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯

の
「
み
ん
な
で
日
本
代
表
を
応
援

し
よ
う
イ
ベ
ン
ト
」
を
企
画
し
、

市
内
の
フ
ァ
ン
を
集
め
、
日
本
対

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戦
、
日
本
対
ク

ロ
ア
チ
ア
戦
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

の
前
で
応
援
し
ま
し
た
。

今
は
、
９
月
23
日
の
「
第
２
回

通
な
ん
で
も
市
」
に
向
け
、
日
々

盛
り
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 島 息 子 。

代表　山田晋太 さん
問い合わせ：TEL 28‐0007（山田さん）

みんなで日本代表を応援しようイベント

島を
盛りあげたい

※
仕
事
は

５
月
か
ら
長
門
時
事

新
聞
社
の
記
者
を
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
に
足
を
運
ん
で
、
現

場
で
ど
ん
ど
ん
仕
事
を
覚
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
政
治
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
こ
と
な
ど
何

で
も
幅
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

記
者
に
な
り
た
い
で
す
。

※
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
　
「
人

の
話
を
百
聞
く
こ
と
」
で
す
。

ち
ょ
っ
と
で
も
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
は
き
ち
ん
と
聞
く
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。

※
趣
味
は
　
サ
ッ
カ
ー
で
す
。
今

は
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
に
所
属

し
て
、
毎
週
月
曜
日
に
深
川
中

の
体
育
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

一
つ
で
も
試
合
に
勝
て
る
よ
う

が
ん
ば
り
た
い
で
す
ね
。

※
好
き
な
タ
イ
プ
は
　
芯
の
あ
る

人
で
、
笑
顔
が
素
敵
な
女
性
が

好
み
で
す
ね
。

※
最
後
に
一
言
　
市
内
で
働
く
女

性
を
と
り
あ
げ
る
「
熱
視
線
」

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

め
ざ
せ１

０
０
０
ｍ
！

神田小学校私
た
ち
の
学
校
、
神
田
小
学
校
は
、

黄
波
戸
の
海
の
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、

毎
年
７
月
に
は
遠
泳
大
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
泳
ぐ
の
は
、
港
の
船
着
場
か
ら
25

メ
ー
ト
ル
、
50
メ
ー
ト
ル
、
100
メ
ー
ト

ル
、
300
メ
ー
ト
ル
、
700
メ
ー
ト
ル
、
1000

メ
ー
ト
ル
と
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
港
の
外
に
出
る
と
、
海
水
も

急
に
冷
た
く
、
流
れ
も
あ
り
、
深
く
て

と
て
も
こ
わ
い
で
す
。

歴
史
も
古
く
、
今
年
で
22
回
に
な
る

そ
う
で
す
。
兄
も
姉
も
６
年
生
の
時
は
、

や
っ
ぱ
り
1000
メ
ー
ト
ル
を
泳
い
だ
時
に

あ
ま
り
泳
げ
な
か
っ
た
け
ど
、
卒
業
ま

で
の
目
標
を
1000
メ
ー
ト
ル
に
決
め
て
、

そ
し
て
達
成
し
ま
し
た
。
私
が
兄
姉
の

遠
泳
大
会
を
見
て
感
動
し
た
の
は
、
岸

に
向
け
て
帰
る
時
に
校
歌
を
歌
い
な
が

ら
、
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
泳
い
で
帰

る
姿
を
見
た
時
で
す
。
す
ご
い
な
、
私

も
校
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
1000
メ
ー
ト
ル

を
泳
ぎ
き
り
た
い
な
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

去
年
は
、
700
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
の
で
、

今
年
は
必
ず
泳
い
で
、
校
歌
を
大
き
な

声
で
歌
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 種 田

た ね だ

真 歩
ま ほ

さ ん

神田小学校 ６年
遠泳大会の様子

河 野
か わ の

圭 一 郎
け い い ち ろ う

さ ん

三隅中学校 ３年

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
生
活
を
送
る

た
め
に
は
」。
こ
れ
が
今
年
の
三
隅
中
学

校
の
生
徒
総
会
の
討
議
テ
ー
マ
で
す
。

「
一
体
ど
の
よ
う
な
総
会
に
な
る
の
だ
ろ

う
」
と
、
と
て
も
心
配
し
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
は
、
２
・
３
年
生
が
積

極
的
に
意
見
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、「
さ
み
し
い
思
い
を
し
て
い

る
人
が
一
人
で
も
い
た
ら
笑
顔
は
あ
ふ

れ
な
い
」
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

全
校
生
徒
が
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
言
で

し
た
。
ま
た
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
生

活
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
礼
儀
や

言
葉
遣
い
、
ク
ラ
ス
内
で
の
偏
っ
た
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
意
見
も
出
ま
し
た
。

約
40
分
に
お
よ
ぶ
話
し
合
い
は
、
三

隅
中
学
校
の
更
な
る
発
展
へ
と
つ
な
が

る
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。『
一
人
一
人

が
規
則
・
マ
ナ
ー
・
礼
儀
に
気
を
つ
け

て
、
周
り
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
』

こ
れ
が
実
践
で
き
る
よ
う
、
161
名
が
自
分

に
厳
し
く
、
そ
し
て
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
☆

三
隅
中
〜
161
の
　
』
そ
ん
な
学
校
に
し
た

い
で
す
。

三隅中学校

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
☆

三
隅
中
〜
161
の
　
　

生徒総会の様子

人
の
話
を
百
聞
く

中 野
な か の

雄 也
ゆ う や

さ ん

（株）長門時事新聞社勤務



市
で
は
、
西
深
川
の
広
域
農
道

（
み
の
り
ロ
ー
ド
）
沿
い
に
、
西
深

川
保
育
園
と
向
陽
保
育
園
を
統
合
し

た
新
保
育
園
を
建
設
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
び
新
保
育
園
の
正
式
名

称
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
開
園
は
平
成
19
年
４
月
の

予
定
で
す
。

■
新
保
育
園
の
住
所

西
深
川
字
上
山
河
内
3766
番
地

（
板
持
４
区
）

■
対
象

市
内
在
住
の
人

■
応
募
方
法

①
郵
送
で
応
募

ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書（
様
式
任
意
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送

新
保
育
園
の
名
称
募
集

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
加
入
負

担
金
・
利
用
料
の
減
免

長
門
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
ほ
っ

ち
ゃ
テ
レ
ビ
）
で
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
加
入

負
担
金
と
月
額
利
用
料
（
ほ
っ
ち
ゃ

ベ
ー
シ
ッ
ク
の
み
）
を
減
免
し
て
い

ま
す
。

加
入
負
担
金
お
よ
び
利
用
料
に
つ

い
て
は
、
減
免
の
適
用
期
間
が
８
月

１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
18
年
度
の
減
免
申
請

を
さ
れ
る
人
は
、
減
免
申
請
書
と
世

帯
全
員
の
市
民
税
課
税
証
明
書
を
添

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。現
在
、

減
免
を
受
け
て
い
る
人
も
引
き
続
き

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
手

続
き
が
必
要
で
す
。

減
免
の
対
象
と
な
る
人
は
次
の
と

お
り
で
す
。
詳
し
く
は
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー
本
局
（
ほ
っ
ち

ゃ
テ
レ
ビ
）
ま
た
は
各
支
局
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
全
額
免
除

日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
受
信

料
免
除
基
準
の
「
１
全
額
免
除
」

に
該
当
す
る
人

■
半
額
免
除

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
受
信

料
免
除
基
準
の
「
２
半
額
免
除
」

に
該
当
し
、
か
つ
そ
の
世
帯
を
構

成
す
る
す
べ
て
の
人
が
市
民
税
非

課
税
の
場
合

②
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
世
帯

で
、
か
つ
市
民
税
非
課
税
の
場
合

③
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
で
、
そ
の

中
に
70
歳
以
上
の
人
が
含
ま
れ
、

か
つ
市
民
税
非
課
税
の
場
合

④
母
子
・
父
子
の
み
の
世
帯
で
、
か

つ
市
民
税
非
課
税
の
場
合

■
減
免
の
経
過
措
置

減
免
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
の
税
制
改
正
に
と
も
な
い
市

民
税
非
課
税
措
置
が
見
直
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
３
年
間
の
経
過
措
置

を
行
い
ま
す

■
経
過
措
置（
平
成
18
年
度
に
限
る
）

・
全
額
免
除
規
定
で
市
民
税
均
等
割

１
、
０
０
０
円
の
場
合

負
担
金
・
利
用
料
　
２
／
３
減
額

・
半
額
免
除
規
定
で
市
民
税
均
等
割

１
、
０
０
０
円
の
場
合

負
担
金
・
利
用
料
　
１
／
３
減
額

■
申
請
書
・
提
出
先

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー

本
局
（
ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
）、
各

支
局
、
本
庁
企
画
振
興
課
、
各
総

合
支
所
総
務
課
、
各
出
張
所
に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
提
出
期
限

７
／
31

（月）

申
請
が
遅
れ
た
場
合
に
は
８
月
か

ら
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す

※
新
規
に
加
入
さ
れ
る
場
合
の
加
入

負
担
金
と
利
用
料
の
減
免
申
請

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4101
長
門
市
東
深
川
2366
‐
11

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー

（
ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
）

TEL
23
‐
１
５
４
１

三
隅
支
局
　
TEL
43
‐
１
０
０
１

日
置
支
局
　
TEL
37
‐
５
１
５
０

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w
w
.h
o
t-c

h
a
.tv/

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

長
門
市
役
所
地
域
福
祉
課

児
童
福
祉
係

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募

必
要
事
項
を
記
入
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

送
信

FAX
23
‐
２
０
６
１

③
市
役
所
等
で
応
募

本
庁
地
域
福
祉
課
児
童
福
祉
係
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
各
出

張
所
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
応
募
箱

（
袋
）
に
入
れ
る

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
応
募

長
門
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

応
募
で
き
ま
す

・
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http
://w

w
w
.city.nag

ato
.

yam
ag

uchi.jp
/

■
必
要
記
載
事
項

・
新
保
育
園
の
名
称
と
そ
の
理
由

・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

■
応
募
点
数

１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

■
募
集
期
間

７
／
１

（土）
〜
31

（月）

（
当
日
消
印
有
効
）

■
そ
の
他

・
応
募
さ
れ
た
名
称
を
も
と
に
、
長

門
市
新
保
育
園
名
称
検
討
委
員
会

で
検
討
し
ま
す

・
採
用
さ
れ
た
１
人
（
多
数
の
場
合

抽
選
）
に
記
念
品
（
図
書
カ
ー
ド

１
万
円
分
）
を
贈
呈
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　

児
童
福
祉
係

（
条
例
制
定
の
目
的
）

市
民
の
日
常
生
活
を
脅
か
す
犯
罪
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
市
民
が
安
全
に
、
か
つ
、
安
心
し

て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
市
、
市
民
、
事
業
者
及
び
土
地
建
物
等
管
理

者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
安
全
意

識
の
高
揚
及
び
自
主
的
な
地
域
安
全
活
動
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
犯
罪
の
な
い
安
全
で

安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

（
市
、
市
民
、
事
業
者
お
よ
び

土
地
建
物
等
管
理
者
の
役
割
）

市
は
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
市
民
、
事
業
者
、
土
地
建
物
等
管
理
者
、

市
の
区
域
を
管
轄
す
る
警
察
署
そ
の
他
関
係
行
政

機
関
等
と
連
絡
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
な

施
策
と
し
て
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
広
報
、
啓
発
及
び
相
談
に
関
す
る
こ
と
、
市

民
の
地
域
安
全
活
動
へ
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
、

犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
環
境
の
整
備
に
関
す
る

こ
と
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
は
、
自
ら
安
全
の
確
保
を
図
り
、
お
互
い

に
協
力
し
て
地
域
に
お
け
る
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
り
な
が
ら
地
域
安
全
活
動
を
推
進
す
る
よ
う
努

め
る
と
と
も
に
、
市
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
関
し
地
域
安
全

活
動
の
推
進
に
必
要
な
措
置
等
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
市
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め

ま
す
。

土
地
建
物
等
管
理
者
は
、
市
民
生
活
の
安
全
及

び
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
土
地
、
建
物
そ
の
他

工
作
物
を
適
正
に
管
理
し
、
市
が
実
施
す
る
施
策

に
協
力
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

（
良
好
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
）

市
は
、
生
活
安
全
に
配
慮
し
た
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地
域
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
市

民
及
び
事
業
者
は
、
地
域
安
全
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
助
け
合
い
の
精
神
に
根

ざ
し
た
良
好
な
地
域
社
会
を
は
ぐ
く
む
よ
う
努
め

ま
す
。

（
市
民
安
全
安
心
の
日
）

市
は
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

市
民
安
全
安
心
の
日
を
制
定
し
、
犯
罪
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
を

目
的
と
し
た
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

（
条
例
の
施
行
日
）

平
成
19
年
１
月
１
日
か
ら
の
施
行
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

全
国
で
社
会
的
弱
者
で
あ
る
子
供
を
狙
っ
た

悪
質
な
事
件
が
多
発
し
、
社
会
全
体
を
不
安
に

さ
せ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、

学
校
や
公
民
館
を
中
心
と
し
た
活
動
や
、
防
犯

灯
の
設
置
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
市
、
事
業
者
そ
し
て
市
民
の
み

な
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
く
た
め

の
条
例
（
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
り
、
事
業
者
お
よ

び
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
領

■
募
集
期
間

７
／
１

（土）
〜
31

（月）

■
募
集
内
容

「
長
門
市
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
条
例
（
案
）」
に
対
す
る
意
見

■
意
見
の
提
出
方
法

持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
　

■
そ
の
他

意
見
に
は
氏
名
、
住
所
を
必
ず
明

記
し
て
く
だ
さ
い

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192

長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

長
門
市
役
所
企
画
総
務
部
総
務
課
行
政
係

TEL
23
‐
１
１
１
２
　
FAX
22
‐
６
３
４
５

・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
行
政
係
）

g
yo
se
i@
c
ity.n

a
g
a
to
.lg
.jp

・
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.city.nag

ato
.yam

ag
uchi.jp

/

長
門
市
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
素
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

制
度
を
導
入

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
制
度
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
と

は
、
市
が
市
民
生
活
に
広
く
影
響
を

及
ぼ
す
重
要
な
施
策（
条
例
・
計
画
）

等
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
事
前
に
そ

の
案
を
公
表
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
広
く
意
見
を
求
め
る
と
と
も

に
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
施
策
に
生

か
せ
る
か
検
討
し
、
そ
の
意
見
と
市

の
考
え
方
を
公
表
す
る
制
度
で
す
。

今
後
、
市
の
基
本
的
な
制
度
を
定

め
る
条
例
や
市
民
に
義
務
を
課
し
た

り
、権
利
を
制
限
し
た
り
す
る
条
例
、

市
の
基
本
的
政
策
を
定
め
る
計
画
や

指
針
の
策
定
・
改
定
等
に
あ
た
っ
て

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見

公
募
を
行
い
ま
す
の
で
、
感
じ
ら
れ

た
意
見
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
制
度
の
詳
し
い
内
容

等
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
本
庁
２
階

行
政
情
報
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
各

総
合
支
所
総
務
課
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

行
政
係



金子みすゞが生涯残した512編の詩を当日の夏祭り時間内に
３会場に分かれ完全読破するイベント「みすゞよむHOO」か
らスタート、仙崎みすゞ通り全体を使ったウォークラリーです。
合計５つのチェックポイントを通過してゴール。所要時間＋ポ
イント（読んだみすゞの詩の番号）が設定時間に近い順で順位
が決まります。上位入賞者には景品があります。
■日　　時　８／６（日）15：00 ～ 21：00
■場　　所　仙崎みすゞ通り一帯

おいしい、たのしい、うれしいおとくなクーポン32枚！み
すゞ燦参SUN期間中、加盟店で予め指定のサービスを受ける
ことができます。今回は、みすゞ燦参SUN公式ホームページ
の中でクーポンWEB版としてお店を詳しく紹介。そこから
もクーポン券を取得できます。
■期　間　７／1（土）～８／31（木）
■設置箇所　高速道路SA・PA・県内主要箇所ほか
■公式ホームページ http://www.misuzu333.jp

みすゞが詩を詠んだゆかりの地を訪れ、情緒溢れる夏の仙崎
のまちを散策し、みすゞの優しい心にふれてみませんか？
■運 行 日　７／22、23、29、30

８／５、６、12、13、19、20、26
■所要時間　90 分　１日１便 11：00 発
■コ ー ス　シーサイドスクエア～漁協前～記念館～？？～

極楽寺～遍照寺～瀬戸～八王子山～波の橋立～
弁天島～漁協前～シーサイドスクエア

■定　　員　20人（参加料：１人500円／特製おみやげ付き）
■受付場所　金子みすゞ記念館（事前予約もできます）

青海島シーサイドスクエア（運行当日のみ）

一枚一枚願いのこもった蒲鉾板で、巨大モザイク画の空間を
作ろう！目標は20,000枚の立体壁画！ぜひご参加ください。
■期　　間　７／20（木）～11／８（水）
■設置箇所　仙崎みすゞ通り（旧仙崎農協倉庫）
■配布場所　金子みすゞ記念館　※参加料　無料
■完 成 式　11／８（水）（国民文化祭「みすゞ夢空間」期間中）

平
成
18
年
度

人
権
教
育
セ
ミ
ナ
ー

人
権
に
関
わ
る
問
題
へ
の
理
解
と

認
識
を
深
め
、
人
権
尊
重
の
生
き
方

を
地
域
や
職
場
に
広
め
て
い
く
こ
と

を
目
標
に
、
今
年
も
「
人
権
教
育
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所
・
内
容

左
表
の
と
お
り

■
定
員

各
講
座
と
も
60
人

■
対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

通
学
し
て
い
る
人

■
受
講
料

無
料

■
申
込
方
法

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
・
各
事

務
所
、
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

■
申
込
期
限

７
／
20

（木）

■
そ
の
他

・
４
回
す
べ
て
受
講
さ
れ
た
人
に
修

了
証
書
を
お
渡
し
し
ま
す

・
三
隅
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
本
庁
、
日
置
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
油
谷
総
合

支
所
か
ら
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
　

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
社
会
教
育
係

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

介
護
保
険
制
度
の
も
と
で
、
要
介

護
認
定
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
重

要
な
役
割
を
担
う
介
護
支
援
専
門
員

の
養
成
の
た
め
の
実
務
研
修
受
講
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
験
案
内
は
、
７
月
５
日

（水）
以
降

に
本
庁
介
護
保
険
室
お
よ
び
三
隅
、

日
置
、
油
谷
地
区
の
各
保
健
（
福
祉
）

セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

■
試
験
日

10
／
22

（日）

■
試
験
会
場

山
口
市

■
対
象

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分

野
で
５
年
（
一
部
10
年
）
以
上
の

実
務
経
験
を
有
す
る
人

■
受
付
期
間

７
／
24

（月）
〜
８
／
17

（木）

■
受
験
手
数
料

７
、
０
０
０
円

■
実
務
研
修

試
験
合
格
者
に
対
し

て
、
平
成
19
年
１
月
以
降
に
実
務

研
修
が
行
わ
れ
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　

管
理
係

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接

種
の
対
象
が
変
わ
り
ま
す

今
年
の
６
月
２
日
か
ら
、
麻
し
ん

（
は
し
か
）
と
風
し
ん
の
予
防
接
種

が
２
回
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
に
加
え
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
、

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
対
象

・
１
期

１
歳
か
ら
２
歳
未
満
の
幼
児

・
２
期

５
歳
以
上
７
歳
未
満
で
あ

り
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
の
幼

児
（
今
年
度
は
平
成
12
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
）

■
留
意
点

・
麻
し
ん
と
風
し
ん
１
期
の
予
防
接

種
は
、
お
母
さ
ん
の
免
疫
が
な
く

な
る
生
後
12
カ
月
以
降
な
る
べ
く

早
期
に
接
種
し
ま
し
ょ
う

・
来
年
度
に
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る

幼
児
は
、
小
学
校
入
学
前
ま
で
に

麻
し
ん
と
風
し
ん
２
期
の
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う

・
す
で
に
麻
し
ん
や
風
し
ん
に
か
か

っ
た
こ
と
の
あ
る
幼
児
は
、
か
か

っ
た
こ
と
の
な
い
方
の
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　

母
子
保
健
係

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
の
お
願
い

厚
生
労
働
省
と
山
口
県
で
は
、
常

用
労
働
者
数
１
〜
４
人
の
事
業
所
を

対
象
に
、
給
与
・
労
働
時
間
・
雇
用

な
ど
の
調
査
を
平
成
18
年
７
月
31
日

現
在
で
実
施
し
ま
す
。

調
査
に
際
し
て
は
、
県
知
事
が
任

命
し
た
調
査
員
が
７
月
中
旬
か
ら
下

旬
に
か
け
て
調
査
対
象
地
区
内
の
事

業
所
へ
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象
地
区

東
深
川
湊
１
東
区
、
湊
１
西
区

■
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
係

山
口
県
統
計
分
析
課

商
工
労
働
統
計
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
６
５
４

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
７
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
夏
の

交
通
安
全
県
民
運
動
を
行
い
ま
す
。

■
期
間

７
／
10

（月）
〜
19

（水）

■
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
住
み
よ
い
山
口

い
つ
も
心
に
　
交
通
安
全
」

■
重
点
目
標

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
無
謀
運
転
の
防
止

・
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

■
問
い
合
わ
せ

地
域
安
全
係

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
日
時
／
場
所

７
／
20

（木）

10：

00
〜
16：

00

ウ
エ
ー
ブ

■
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
次
号

（
７
／
15
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
係

「
新
油
谷
町
史
」
発
刊

市
で
は
、
油
谷
町
最
後
の
記
念
と

な
る
「
新
油
谷
町
史
」
を
発
刊
し
ま

し
た
。
旧
油
谷
町
史
を
要
約
し
た
部

分
と
各
自
治
会
の
様
子
や
平
成
の
町

の
状
況
が
豊
富
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
油
谷
の
姿
を

写
真
な
ど
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
玉
手
箱

参
加
者
募
集

■
日
時

・
７
／
11

（火）

18：

30
〜
20：

00

１
回
目
は
特
別
講
師
に
広
島
県
ミ

ニ
テ
ニ
ス
協
会
技
術
担
当
部
長

萩
谷
俊
隆
氏
を
招
き
、
ミ
ニ
テ
ニ

ス
を
中
心
に
行
い
ま
す

・
８
／
６

（日）

９：

00
〜
11：

00

・
９
／
12

（火）

18：

30
〜
20：

00

・
10
／
22

（日）

９：

00
〜
11：

00

・
11
／
11

（土）

18：

30
〜
20：

00

・
12
／
10

（日）

９：

00
〜
11：

00

■
種
目

ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ユ

ニ
カ
ー
ル
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ペ

タ
ン
ク
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
等
（
平

成
17
年
度
実
績
）

■
対
象
　
制
限
な
し
（
幼
児
を
含
む

家
族
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
）。
夜
間
の

部
は
、
中
学
生
以
下
の
場
合
保
護

者
の
送
迎
が
必
要

■
参
加
料
　
無
料
。
た
だ
し
保
険
料

と
し
て
１
回
に
つ
き
100
円
必
要
。

１
年
間
一
括
払
い
な
ら
500
円

■
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
（
当
日
参
加
も

受
け
付
け
ま
す
）
中
学
生
以
下
は

親
の
同
意
書
が
必
要
で
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
体
育
係

１
、
８
０
０
冊
限
定
で
す
の
で
、

お
早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

■
規
格

Ｂ
５
判

■
内
容

郷
土
の
生
い
立
ち
、
地
域

と
暮
ら
し
、
政
治
、
産
業
、
教
育
、

民
俗
・
文
化
、
治
安
・
福
祉
・
保

健
、
交
通
・
通
信
・
観
光
、
ふ
る

さ
と
に
残
す
も
の

■
価
格
（
１
冊
／
税
込
み
）

・
市
内
在
住
者
　
１
、
０
０
０
円

・
市
外
在
住
者
　
３
、
５
０
０
円

※
送
料
は
購
入
者
負
担

■
購
入
・
問
い
合
わ
せ

油
谷
中
央
公
民
館



た
っ
た
ひ
と
つ
の

ク
ッ
キ
ー
作
り

幅
広
い
世
代
に
人
気
の
あ
る
絵
本

「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」
を
、
演
劇
集

団
「
円
」
の
金
田
明
夫
さ
ん
が
一
人

で
語
る
舞
台
が
、
12
月
３
日

（日）
14
時

か
ら
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
開
催
さ
れ

ま
す
。長
門
大
津
お
や
こ
劇
場
で
は
、

そ
れ
を
記
念
し
「
ぼ
く
の
、
わ
た
し

の
…
あ
ら
し
の
よ
る
に
」
と
題
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
き
ま
す
。今
回
は
第
１
弾
と
し
て
、

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ッ
キ
ー

を
作
り
ま
す
。

■
日
時

７
／
17

（月）９：

30
〜
12：

00

「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

ダ
ム
見
学
会

毎
年
７
月
21
日
か
ら
31
日
ま
で
は

「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
で
す
。

長
門
土
木
建
築
事
務
所
で
は
期
間

中
に
ダ
ム
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

湯
免
ダ
ム
見
学
会

ダ
ム
に
秘
密
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る

の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
ダ
ム
の
仕
組

み
、
三
隅
川
に
生
き
る
動
植
物
な
ど

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
夏
休

み
の
自
由
研
究
の
題
材
探
し
に
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

■
日
時

７
／
21

（金）
〜
31

（月）

平
　
日
　
13：

30
〜
16：

30

土
・
日
　
９：

00
〜
16：

00

■
場
所

湯
免
ダ
ム（
三
隅
中
辻
並
）

■
内
容

・
管
理
所
内
の
見
学
（
随
時
）

シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ア

２
０
０
６
参
加
者
募
集

な
が
と
仙
崎
花
火
大
会
当
日
、
長

門
青
年
会
議
所
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
市
内
外
よ
り
多
く
の

人
々
が
集
ま
ら
れ
る
こ
の
日
を
よ
り

一
層
楽
し
く
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

７
／
23

（日）10：

00
〜
19：

45

■
場
所

仙
崎
漁
港
周
辺（
新
市
場
）

■
募
集
内
容

子
供
カ
ラ
オ
ケ
大
会

・
対
象
　
小
学
生
（
10
組
）

・
１
〜
３
位
に
は
豪
華
賞
品
、
出
場

者
に
は
参
加
賞
あ
り

浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト

・
対
象
　
16
〜
30
歳
の
女
性（
10
組
）

・
１
、
２
位
に
は
豪
華
賞
品
、
出
場

者
に
は
参
加
賞
あ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
出
店
料
　
500
円

（
１
区
画
　
２
×
３
ｍ
）

■
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
長
門
青
年
会
議
所
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込
む

■
申
込
期
限

定
員
に
な
り
次
第

■
そ
の
他

こ
の
ほ
か
に
も
、
な
が
と
萩
焼
ま

つ
り
、
自
然
と
遊
び
隊
工
作
教
室

（
夏
休
み
自
由
研
究
）、
尾
崎
眞
吾

さ
ん
の
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
商
工
会
議
所
内

長
門
青
年
会
議
所
事
務
局

TEL
22
‐
２
２
６
６

h
ttp

://n
a
g
a
to
jc
2
0
0
6
-

sp
irit.w

e
b
lo
g
s.jp

■
場
所

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容

ク
ッ
キ
ー
作
り

■
調
理
指
導

長
門
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

■
定
員

30
人
（
小
学
校
２
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

■
持
参
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
ふ
き
タ
オ
ル

■
参
加
料

・
お
や
こ
劇
場
会
員
　
無
料

・
一
般
　
250
円
（
保
険
料
、
材
料
費
）

■
申
込
方
法

FAX
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名

（
小
学
校
２
年
生
以
下
は
保
護
者

名
も
）、
学
年
、
電
話
番
号
を
明

記
し
申
し
込
む

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
大
津
お
や
こ
劇
場
事
務
所

TEL
・
FAX
26
‐
６
１
２
３

Ｅ
メ
ー
ル

n
p
o
n
o
o
g

＠h
.d
u
-u
p
.c
o
m

昔
の
学
校
で

宿
泊
し
ま
せ
ん
か

「
し
ぜ
ん
と
あ
そ
び
た
い
」
で
は
、

阿
惣
ダ
ム
内
部
や
下
流
を
探
検
し
旧

太
平
小
学
校
に
宿
泊
す
る
第
５
回
ゆ

や
探
検
隊
を
開
催
し
ま
す
。
夏
休
み

の
思
い
出
づ
く
り
に
親
子
で
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

■
日
時

８
／
５

（土）
・
６

（日）

■
集
合
場
所

旧
太
平
小
学
校（
油
谷
角
山
赤
屋
）

■
内
容

旧
太
平
小
学
校
、
赤
屋
浜
、
阿
惣

ダ
ム
公
園
を
使
い
、
自
然
と
親
し

み
参
加
者
と
共
に
楽
し
く
遊
び
な

が
ら
環
境
保
全
・
教
育
を
学
ぶ

■
対
象

小
学
校
３
年
生
以
上
（
保
護
者
同

伴
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）

■
定
員

親
子
含
め
80
人

■
参
加
料

１
人
　
１
、
５
０
０
円

※
仮
設
ト
イ
レ
・
保
険
料
他
含
む
。

参
加
料
は
当
日
持
参

■
持
参
物

１
日
目
昼
食
弁
当
、
自

分
の
食
器
（
茶
碗
、
汁
椀
、
は
し
）、

水
筒
、
水
着
、
着
替
え
、
洗
面
具
、

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、

サ
ン
ダ
ル
、
運
動
靴
、
帽
子
、
タ

オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
筆
記
用
具
、

懐
中
電
灯

■
申
込
期
限

７
／
20

（木）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
そ
の
他

「
し
ぜ
ん
と
あ
そ
び
た
い
」
で
は
、

稲
刈
り
、
国
民
文
化
祭
ア
ー
ト
制

作
、
星
空
教
室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

し
ぜ
ん
と
あ
そ
び
た
い
（
安
倍
）

TEL
33
‐
０
０
３
３

FAX
33
‐
０
０
３
５

地
域
学
び
塾受

講
者
募
集

■
日
時

・
７
／
29

（土）

９：

00
〜
16：

00

・
７
／
30

（日）

９：

00
〜
15：

00

・
８
／
６

（日）

９：

00
〜
16：

00

■
場
所

県
立
水
産
高
校

■
内
容

・
基
本
的
な
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
習
得

・
各
製
作
講
座
（
１
講
座
を
選
択
）

①
ノ
ッ
ト
ボ
ー
ド

（
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
壁
飾
り
）

②
タ
モ
網

③
ハ
ン
モ
ッ
ク

■
受
講
料

２
、
０
０
０
円
（
材
料
費
）

■
定
員

30
人
程
度

■
申
込
期
限

７
／
14

（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
水
産
高
校
　
海
の
匠
の
会

TEL
26
‐
０
９
１
１

FAX
26
‐
０
９
１
２

吠
え
ス
テ
ィ
バ
ル

予
選
大
会
参
加
者
募
集

今
年
の
油
谷
夏
ま
つ
り
は
、
８
月

14
日

（月）
に
行
い
ま
す
。
吠
え
ス
テ
ィ

バ
ル
（
絶
叫
大
会
）
の
男
女
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
ペ
ア
旅

行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
７
月
16
日

（日）
に

予
選
会
を
行
い
ま
す
。

油
谷
夏
ま
つ
り

■
日
時

８
／
14

（月）18：

30
〜
21：

10

■
会
場
　
油
谷
総
合
運
動
公
園

■
内
容

・
第
５
回
吠
え
ス
テ
ィ
バ
ル

（
雨
天
の
場
合
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
）

・
楊
貴
妃
花
火
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

（
雨
天
順
延
）

吠
え
ス
テ
ィ
バ
ル
予
選
会

■
日
時
・
会
場

７
／
16

（日）

・
９：

00
〜
11：

30ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

・
13：

00
〜
16：

00
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
参
加
資
格

中
学
生
以
上

■
問
い
合
わ
せ

油
谷
町
商
工
会

「
油
谷
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」

TEL
32
‐
１
１
８
３

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
入
門
編
）

受
講
者
募
集

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
入
門
編
）
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

９
月
４
日
か
ら
27
日
ま
で

の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

18：

30
〜
20：

30

■
場
所

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

（
萩
市
土
原
526
）

■
内
容

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
等

（
入
門
編
）

■
対
象

母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
で
50
歳
未

満
か
つ
就
職
（
再
就
職
）、
離
・

転
職
希
望
者

■
定
員

15
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

な
つ
や
す
み
ス
ケ
ッ
チ

大
会
参
加
者
募
集

長
門
大
津
お
や
こ
劇
場
で
は
、
子

ど
も
達
を
対
象
に
ス
ケ
ッ
チ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
日
置
農
高
の
か
わ
い

い
動
物
た
ち
を
描
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
絵
の
先
生
も
待
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時

７
／
22

（土）９：

30
〜
12：

00

■
場
所

県
立
日
置
農
業
高
校

■
対
象

年
長
児
程
度
〜
小
学
生

■
定
員

20
人
（
小
学
校
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

■
指
導
者

田
中
　
裕
子

氏

（
県
立
大
津
高
校
・

日
置
農
業
高
校
美
術
講
師
）

■
参
加
費

・
お
や
こ
劇
場
会
員
　
無
料

・
一
般
　
100
円
（
保
険
料
）

■
持
参
物

絵
を
描
く
道
具
（
画
用
紙
、
絵
の

具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
画
板
等
）、
シ

ー
ト
や
折
り
た
た
み
椅
子
、お
茶
、

帽
子
な
ど

■
申
込
方
法

FAX
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名

（
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者

名
も
）、
学
年
、
電
話
番
号
を
明

記
し
申
し
込
む

■
申
込
期
限

７
／
18

（火）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
大
津
お
や
こ
劇
場
事
務
所

TEL
・
FAX
26
‐
６
１
２
３

Ｅ
メ
ー
ル

n
p
o
n
o
o
g

＠h
.d
u
-u
p
.c
o
m

■
受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１
、
５
０
０

円
程
度
は
自
己
負
担
）

■
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
申
し
込
む

■
申
込
期
限

８
／
11

（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0054
山
口
市
富
田
原
町
４
‐
58

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
０

・
ダ
ム
本
体
内
部
の
見
学

（
時
間
内
毎
正
時
）

・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

（
土
・
日
の
み
各
先
着
10
組
。

正
解
者
に
は
賞
品
あ
り
）

■
そ
の
他

見
学
者
全
員
に
市
内
施
設
の
割
引

券
を
配
布
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
長
門
土
木
建
築
事
務
所

ダ
ム
建
設
課
　
TEL
22
‐
２
９
４
９

大
坊
ダ
ム
見
学
会

■
日
時

７
／
24

（月）
〜
31

（月）

９：

00
〜
16：

00

■
場
所

大
坊
ダ
ム
（
油
谷
河
原
坂
根
）

■
内
容

・
管
理
所
内
ゲ
ー
ト
操
作
室
の
見
学

（
随
時
）

・
ダ
ム
本
体
内
部
の
見
学
（
随
時
）

■
そ
の
他

見
学
者
全
員
に
市
内
施
設
の
割
引

券
を
配
布
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
長
門
土
木
建
築
事
務
所

ダ
ム
管
理
課（
大
坊
ダ
ム
管
理
所
）

TEL
32
‐
０
９
６
０

交
通
事
故
相
談

悩
む
よ
り
ま
ず
相
談
を

萩
ブ
ロ
ッ
ク
交
通
事
故
等
相
談
所

で
は
、
交
通
事
故
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
日
時

毎
週
水
曜
日
（
祭
日
は
除
く
）

10：

00
〜
15：

00

■
場
所

長
門
市
役
所
３
階
会
議
室

■
相
談
内
容

・
賠
償
問
題
（
治
療
費
、
休
業
補
償
、

慰
謝
料
等
）

・
強
制
保
険
、
任
意
保
険
の
補
償
と

請
求

・
過
失
の
割
合

・
交
通
事
故
の
示
談
、
調
停
、
裁
判

に
つ
い
て

・
そ
の
他
交
通
事
故
に
関
す
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ

萩
ブ
ロ
ッ
ク
交
通
事
故
等
相
談
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
５
２
３
２

退
職
金
の
準
備
は

万
全
で
す
か

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
（
中

退
協
制
度
）
は
、
中
小
企
業
で
働
く

従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
み
立
て
型

の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
制
度
の
特
色

・
適
格
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先
で
す

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す

・
管
理
が
簡
単
で
す

・
掛
金
以
外
の
経
費
が
か
か
り
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

TEL
０
３
‐
３
４
３
６
‐
０
１
５
１

http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp



「
ほ
た
る
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る

地
区
も
あ
り
ま
す
。

初
夏
の
宵
に
川
面
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
光
の
祭
典
は
幻
想
的
で
あ
り
、

観
る
人
を
童
心
に
返
ら
せ
る
不
思
議

な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
せ
い
か
、

全
国
各
地
で
こ
の
「
幻
想
の
世
界
」

を
呼
び
戻
そ
う
と
、
ホ
タ
ル
が
生
息

す
る
環
境
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
が
生
息
で
き
る
要
件
は
、

自
然
豊
か
な
里
山
と
農
薬
や
生
活
排

水
で
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
河
川
に
あ

る
と
云
わ
れ
ま
す
。
現
代
人
の
便
利

な
生
活
が
、
私
た
ち
か
ら
ホ
タ
ル
の

存
在
を
遠
ざ
け
た
と
云
え
な
く
も
あ

り
ま
せ
ん
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
ホ
タ
ル

の
飛
び
交
う
川
を
呼
び
戻
そ
う
と
、

教
育
現
場
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

な
っ
て
、
長
年
に
わ
た
り
ホ
タ
ル
の

餌
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
が
生
息
す
る
環

境
を
甦
ら
せ
る
努
力
を
さ
れ
た
、
藤

永
禎
史
先
生
の
研
究
・
成
果
を
忘
れ

る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
先
生
は
昨

年
惜
し
く
も
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
ご
遺
志
は
、
ホ
タ
ル
の
舞
う
自

然
を
私
た
ち
が
守
り
続
け
る
こ
と
で

受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

梅
雨
の
合
間
の
お
だ
や
か
な
夜
、

川
向
こ
う
か
ら
呼
び
か
け
る
よ
う
に

点
滅
し
続
け
る
ホ
タ
ル
の
群
は
、
人

と
ホ
タ
ル
が
自
然
の
中
で
は
一
つ
で

ほ た る

ほ
う
　
ほ
う
　
ほ
た
る
　
こ
い

あ
っ
ち
の
水
は
　
に
が
い
ぞ

こ
っ
ち
の
水
は
　
あ
ま
い
ぞ

ほ
う
　
ほ
う
　
ほ
た
る
　
こ
い

子
ど
も
の
頃
、
こ
の
歌
を
唄
い
な

が
ら
暗
闇
の
光
に
手
招
き
し
た
記
憶

が
誰
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ホ
タ
ル
が
「
市
の
生
物
」
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。「
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
」

の
生
息
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
本
市

に
は
、
５
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
に

か
け
て
各
所
で
ホ
タ
ル
が
観
察
さ
れ
、

場
所
に
よ
っ
て
は
そ
の
乱
舞
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
地
域
発
信
や

住
民
交
流
の
た
め
に
と
、
俵
山
地
区

や
三
隅
上
（
宗
頭
）
地
区
の
よ
う
に

■三隅総合支所（２階会議室）
７月６日（木）9：00～11：30
■日置総合支所（市民相談室）
７月12日（水）9：00～11：30
■油谷総合支所（２階応接室）
７月19日（水）9：00～11：30
■長門市役所本庁（２階ミーティングルーム）
７月26日（水）9：00～11：30
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113

あ
る
こ
と
、
豊
か
な
自
然
と
は
こ
の

一
瞬
を
経
験
で
き
る
こ
と
に
あ
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

古
い
に
し
えよ

り
、
我
が
国
に
は
「
も
み
じ

狩
り
」、「
ほ
た
る
狩
り
」
と
い
っ
た

季
節
の
織
り
な
す
自
然
美
を
愛め

で
る

文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
文
化
と

癒
し
の
と
き
」
を
享
受
で
き
る
私
た

ち
は
幸
福

し
あ
わ
せ

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

「
天
狗
の
火
あ
ぶ
り
」
長
門
市
講

演
を
観
る
会
で
は
、
劇
団
は
ぐ
る
ま

座
に
よ
る
詩
人
礒
永
秀
雄
の
童
話
劇

を
次
の
と
お
り
公
演
し
ま
す
。

■
日
時
／
場
所

（
世
話
人
）
／
連
絡
先

・
７
／
１

（土）

14：

00
〜

俵
山
小
学
校
体
育
館

（
大
藤
）
TEL
29
‐
０
２
１
８

・
７
／
15

（土）

13：

30
〜

通
中
学
校
体
育
館

（
高
野
）
TEL
26
‐
１
８
２
８

・
７
／
16

（日）

14：

00

明
倫
小
学
校
体
育
館

（
熊
野
）
TEL
43
‐
０
４
２
８

・
７
／
17

（月）

14：

00

中
央
公
民
館
大
講
堂

（
坂
本
）
TEL
26
‐
０
５
０
３

■
入
場
料

・
大
人
　
　
　
　

２
、
５
０
０
円

・
小
・
中
・
高
校
生

１
、
０
０
０
円

・
親
子
券
（
大
人
１
・
子
ど
も
１
）

３
、
０
０
０
円

童
話
劇
「
天
狗
の
火
あ
ぶ
り
」

長
門
市
公
演

次
の
と
お
り
海
技
免
許
の
更
新
講

習
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

７
／
23

（日）受
付
　
９：

30
〜

■
場
所

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
持
参
物

・
海
技
免
状

・
本
籍
地
記
載
の
住
民
票
１
通

・
写
真
２
枚
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
、

パ
ス
ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
、
ス
ピ
ー
ド

写
真
可
）

・
費
用

小
型
免
許
更
新
講
習８

、
１
０
０
円

小
型
免
許
失
効
再
交
付
講
習

１
３
、
９
９
０
円

※
大
型
（
海
技
士
　
航
海
・
機
関
）

受
有
者
は
事
前
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
２
‐
６
６
‐
４
０
２
９

h
ttp

://w
w
w
.u
rb
a
n
.n
e
.jp
/

h
o
m
e
/ka

n
m
o
n

海
技
免
許
の
更
新
講
習

技
術
で
応
え
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
会

悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
対
策
・
施
工
技
能

者
が
現
場
経
験
を
活
か
し
ま
す

近
年
、
悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
等

に
よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
、
施
工
不
良
や

工
事
の
未
完
成
、
詐
欺
ま
が
い
の
行

為
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
山
口

県
住
宅
建
設
協
会
で
は
、
正
し
い

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
」
の
情
報
提
供

を
行
う
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
会
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
日
時

７
／
７

（金）10：

00
〜
15：

30

■
場
所

市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

■
相
談
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
住
宅
建
設
協
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
５
‐
２
２
７
７

母
子
家
庭
等
の

就
業
相
談
会

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
母
子
家
庭
の
母
等
の
自
立
促
進

を
図
る
就
業
相
談
会
を
次
の
と
お
り

ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会

海
上
自
衛
隊
小
月
航
空
基
地
で

は
、
少
年
少
女
を
対
象
と
し
た
ち
び

っ
子
ヤ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

７
／
22

（土）８：

00
〜
16：

00

■
場
所

海
上
自
衛
隊
小
月
航
空
基
地

■
内
容

・
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
相
撲
、

飛
行
場
一
周
ウ
ォ
ー
ク
）

・
各
種
展
示
物
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

体
験
試
乗
、
航
空
機
地
上
展
示
、

管
制
塔
見
学
、
花
電
車
、
史
料
講

堂
公
開
）

・
ゲ
ー
ム
（
落
書
き
コ
ー
ナ
ー
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
輪
投
げ
、
ス
ト

交
通
遺
児
・
自
動
車
事
故
に

よ
る
重
度
後
遺
障
害
者
へ

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
は
、
自
動
車
事
故
の
発
生
防
止

を
推
進
す
る
機
関
で
あ
る
と
と
も

に
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
に

対
し
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た

人
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
に
な
ら
れ

た
人
の
お
子
さ
ん（
０
歳
〜
中
学
生
）

に
対
し
、
次
の
と
お
り
無
利
子
の
育

成
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

■
貸
付
申
込
者

お
子
さ
ん
を
扶
養

し
て
い
る
保
護
者

■
貸
付
金
額（お

子
さ
ん
一
人
に
つ
き
）

・
一
時
金
　
　
１
５
５
、
０
０
０
円

・
貸
付
期
間
中
（
毎
月
）

２
０
、
０
０
０
円

・
小
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金

４
４
、
０
０
０
円

■
貸
付
期
間

貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学
校

卒
業
の
月
ま
で

■
返
還
期
間

中
学
校
卒
業
後
、
１
年
据
え
置
い

て
か
ら
月
賦
等
に
よ
る
20
年
以
内

の
均
等
払
い
で
返
還
。
高
校
、
大

学
等
へ
進
学
し
た
場
合
、
在
学
中

は
返
還
猶
予

骨
髄
ド
ナ
ー

夜
間
集
団
登
録
会

お
仕
事
の
帰
り
に

あ
な
た
の
勇
気
あ
る
行
動
が

一
人
の
大
切
な
命
を
救
い
ま
す

山
口
県
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
就
業
さ
れ
て
い
る
人
が
帰
宅

途
中
に
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る

よ
う
夜
間
集
団
登
録
会
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

全
国
で
毎
年
約
６
千
人
が
白
血
病

や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
血
液
難

病
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
骨
髄
移
植

と
い
う
画
期
的
な
治
療
法
に
よ
り
患

者
さ
ん
が
健
康
を
取
り
戻
せ
ま
す
。

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
、
一
人
で
も

多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
に
は
、
多

数
の
ド
ナ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。

■
日
時

７
／
10

（月）17：

00
〜
19：

00

■
場
所

山
口
県
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
人

・
18
〜
54
歳
の
健
康
な
人

・
体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
、
女
性
40

㎏
以
上
の
人

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
理
解
し

て
い
る
人

・
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
家
族
の
同

意
を
得
て
い
る
人

■
そ
の
他

・
当
日
受
付
も
で
き
ま
す
が
検
査
の

都
合
上
、
事
前
予
約
を
お
願
い
し

ま
す

・
受
付
か
ら
登
録
ま
で
約
15
分
程
度

か
か
り
ま
す（
ビ
デ
オ
上
映
含
む
）

・
２
㏄
の
採
血
が
あ
り
ま
す

・
毎
月
第
２
火
曜
日
の
10：

00
〜

11：

00
も
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
課
地
域
福
祉
班

TEL
22
‐
２
８
１
１

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
ま
た
は

脊
髄
に
損
傷
を
受
け
、
重
度
の
後
遺

障
害
を
遺
し
、
常
時
ま
た
は
随
時
介

護
を
要
す
る
人
へ
次
の
と
お
り
介
護

料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
受
給
資
格
者

自
賠
責
認
定
通
知
書
が
１
級
１

号
・
２
号
、
ま
た
は
２
級
１
号
・

２
号
の
人
（
平
成
14
年
３
月
31
日

以
前
に
つ
い
て
は
、
１
級
３
号
・

４
号
ま
た
は
２
級
３
号
・
４
号
の

人
）
お
よ
び
こ
れ
と
同
等
で
あ
る

と
機
構
が
判
断
し
た
人

■
申
請
者

受
給
資
格
者
の
法
定
代
理
人
ま
た

は
扶
養
し
て
い
る
人

■
介
護
料

月
額
２
９
、２
９
０
円
〜
１
３
６
、

８
８
０
円
の
範
囲
で
症
状
に
応
じ

て
支
給

■
支
給
期
間

申
請
書
類
を
受
理
し
た
月
か
ら
介

護
料
を
支
給
す
る
事
由
が
消
滅
し

た
月
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0811
山
口
市
大
字
吉
敷
3236
‐
１

山
陽
ビ
ル
吉
敷

独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
山
口
支
所

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
４
１
９

h
ttp

://w
w
w
.n
a
sva

.g
o
.jp
/

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）

・
模
擬
店
（
隊
員
に
よ
る
海
軍
カ
レ

ー
、
模
擬
店
。
昼
食
・
買
い
物
は

基
地
の
売
店
が
利
用
で
き
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ

海
上
自
衛
隊

小
月
教
育
航
空
群
広
報
室

TEL
０
８
３
２
‐
８
２
‐
１
１
８
０

行
い
ま
す
。

■
日
時

７
／
27

（木）13：

00
〜
15：

30

■
場
所

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
萩
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
対
象

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の

母
お
よ
び
寡
婦
の
人

■
相
談
料

無
料

■
申
込
方
法

事
前
に
電
話
等
で
申

し
込
み
、
相
談
日
時
等
を
決
め
る

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
）

TEL
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
０

■
そ
の
他

日
置
、
油
谷
地
区
は
９
月
に
公
演

予
定

■
問
い
合
わ
せ

「
天
狗
の
火
あ
ぶ
り
」

長
門
市
講
演
を
観
る
会
（
石
井
）

TEL
22
‐
２
５
１
７



季
節
感
と
生
命
力

「
昔
は
夏
が
一
番
好
き
だ
っ
た
」

と
言
っ
た
画
伯
で
あ
る
。
夏
を
描
い

た
作
品
は
多
い
。
そ
れ
ら
の
特
異
な

光
に
満
ち
る
画
面
か
ら
は
温
か
さ
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

独
自
の
様
式
に
到
達
し
た
そ
の
画

境
は
、
日
本
の
夏
の
風
俗
を
単
純
化

し
、
単
純
化
の
極
地
に
到
達
す
る
。

動
物
、
昆
虫
、
魚
介
類
、
色
と
り
ど

り
の
草
木
の
花
等
、
み
ん
な
香
月
と

い
う
画
家
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う

に
詩
情
あ
ふ
れ
る
筆
先
に
嬉
々
と
し

て
乗
っ
た
の
で
あ
る
。

●
会
　
期
　
６
／
３

（土）
〜
９
／
24
（日）

●
開
館
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

（
入
館
は
16：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

香
月
泰
男
美
術
館
で
実
施
し
て
い
る

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
来
館
者
の
声
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
『
厨
房
』
の
企
画
、
大
変
良

か
っ
た
で
す
。
シ
ベ
リ
ヤ
シ
リ
ー
ズ
と

は
ひ
と
味
違
っ
た
美
し
さ
を
発
見
し
ま

し
た
。

（
神
奈
川
県
50
代
男
性
）

暗
い
絵
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
無
か

っ
た
で
す
が
、
今
日
拝
見
し
て
色
遣
い

の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

も
っ
と
ほ
か
の
作
品
も
見
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

（
下
関
市
50
代
女
性
）

黒
が
印
象
的
で
し
た
。
原
点
は
戦
争

に
あ
り
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
時
の
体
験
が

作
風
の
基
礎
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
周
南
市
30
代
男
性
）

・
一
　
般
　
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

・
大
学
生
　
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

・
高
校
生
以
下
無
料

地
元
、
市
外
、
県
外
か
ら
の
演
奏

者
に
よ
る
、
身
近
な
邦
楽
ス
テ
ー
ジ

を
開
催
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
上
で
廻
り
舞
台
、
迫
り

等
の
舞
台
機
構
を
体
験
で
き
ま
す
。

●
と
き
　
８
／
26

（土）

13：

30
〜

●
参
加
料
　
５
０
０
円

（
１
ド
リ
ン
ク
付
、

資
料
代
・
保
険
料
を
含
む
）

●
募
集
人
数
　
40
名
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

●
応
募
方
法
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
ま

た
は
左
記
サ
イ
ト
で
入
手
で
き
る

申
込
書
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.ym

g
.u
rb
a
n
.n
e
.jp
/

h
o
m
e
/re

n
a
ssa

/

●
締
め
切
り
　
８
／
11
（金）
必
着

●
申
込
先

〒
759-

4106

長
門
市
仙
崎
818
‐
１

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

「
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」
係

長
門
市
内
で
活
躍
中
の
和
太
鼓
グ

ル
ー
プ
４
団
体
が
、
今
年
も
ル
ネ
ッ

サ
な
が
と
へ
一
挙
集
結
！
　
ふ
る
さ

と
「
な
が
と
」
を
愛
し
て
や
ま
な
い

太
鼓
打
ち
た
ち
の
熱
い
想
い
が
、
か

つ
て
な
い
感
動
と
も
に
新
し
い
響
き

を
生
み
出
し
ま
す
。

和
太
鼓
、
夢
の
「
響
演

き
ょ
う
え
ん

」。
ど
う

ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
７
／
９

（日）

13：

00
〜

●
入
場
料
　
５
０
０
円

※
全
自
由
席
、
当
日
同
額

●
出
演

三
隅
清
風
太
鼓

み
す
ゞ
音
頭
を
育
て
る
会「
青
波
」

和
太
鼓
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
翔
門
」

鼓
波
会

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、
③
〜
⑨

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

近
松
門
左
衛
門
の
作
品
を
現
代
劇

と
し
て
上
演
す
る
「
巣
林
舎

そ
う
り
ん
し
ゃ

」
が
近

松
ゆ
か
り
の
地
・
長
門
市
に
登
場
。

今
作
は
、
竹
本
義
太
夫
と
の
提
携

第
１
作
と
な
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の

浄
瑠
璃
と
一
線
を
画
し
た
と
い
わ
れ

る
代
表
作
「
出
世
影
清

し
ゅ
っ
せ
か
げ
き
よ

」
で
す
。
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
９
／
２

（土）

18：

00
〜

９
／
３

（日）

13：

00
〜

●
入
場
料
（
全
自
由
席
）

一
　
　
　
般
　
２
、
５
０
０
円

ペ
　
　
　
ア
　
４
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
　
１
、
５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
〜
⑨

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
１
６
８
０

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

●
と
き
／
上
映
作
品

８
／
５

（土）

10：

30
〜
「
沓
掛
時
次
郎遊

侠
一
匹
」

13：

00
〜
「
嵐
を
呼
ぶ
男
」

15：

00
〜
「
人
生
劇
場

飛
車
角
と
吉
良
常
」

17：

10
〜
「
悪
名
」

８
／
６

（日）

10：

00
〜
「
人
生
劇
場

飛
車
角
と
吉
良
常
」

13：

00
〜
「
悪
名
」

15：

00
〜
「
沓
掛
時
次
郎遊

侠
一
匹
」

17：

00
〜
「
嵐
を
呼
ぶ
男
」

●
入
場
料
　
一
日
券
　
５
０
０
円

※
入
場
券
一
枚
で
最
終
上
映
ま
で
ご

ら
ん
い
た
だ
け
ま
す
。（
当
日
の
み
）

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、
③
〜
⑨

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

能
・
狂
言
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

模
範
演
能
演
目
決
定

11
月
４
日
（
土
）
に
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
で
開
催
す
る
「
能
・
狂
言
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
全
国
能
楽
愛

好
者
の
発
表
、
能
楽
師
に
よ
る
模
範

演
能
を
上
演
し
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
模
範
演
能
の
演
目

等
が
左
記
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

模
範
演
能
　
16：

00
〜
18：

40

・
舞
囃
子
「
高
砂

た
か
さ
ご

」

粟
谷
能
夫
ほ
か
（
喜
多
流
）

・
舞
囃
子
「
玉
葛

た
ま
が
つ
ら

」

中
村
孝
太
郎
ほ
か
（
宝
生
流
）

・
狂
言
「
千
鳥

ち

ど

り

」

茂
山
千
五
郎
ほ
か
（
大
蔵
流
）

・
能
「
杜
若

か
き
つ
ば
た

恋
之
舞

こ
い
の
ま
い

」

関
根
詳
六
ほ
か
（
観
世
流
）

こ
の
模
範
演
能
の
観
覧
に
つ
き
ま

し
て
は
、
入
場
整
理
券
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
入
場
整
理
券
の
応
募
方
法

に
つ
い
て
は
、
長
門
市
で
開
催
さ
れ

る
ほ
か
の
事
業
も
含
め
、
今
後
紹
介

い
た
し
ま
す
。

日
本
海
の
夕
焼
け
を
バ
ッ
ク
に
真

夏
の
夜
の
涼
し
い
ひ
と
と
き
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
８
／
５

（土）

18：

00
〜

●
会
場
　
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
ロ
ビ
ー
、

展
望
デ
ッ
キ

●
入
場
料
　
無
料

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
開
館
以
来
、
初
め

て
の
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
の

演
奏
を
中
心
に
、
指
揮
者
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
８
／
７

（月）

18
時
〜

●
入
場
料
（
全
自
由
席
）

一
　
　
　
般
　
１
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
　
　
　
５
０
０
円

※
当
日
同
額

※
幼
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
、
ウ
ェ
ー
ブ
、
日
置
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中



食欲がないときに

つ し ま 漬

エネルギー…78kcal 脂質…3.6g
塩分相当量…0.83g   たんぱく質…7.9g  

（１人分）

豆腐（木綿豆腐）
…1丁（400ｇ）

干しシイタケ　…5枚
にんじん　　　…100ｇ
きゅうり　　　…150ｇ
油　　　　　　…大さじ1
Ａ
酢　　　　　…大さじ5
砂糖　　　　…大さじ4
塩　　　　　…小さじ1
ショウガ汁　…小さじ2

（４人分）

① しいたけは水に戻し千切りにし、だし汁と薄口しょうゆで下煮しておく。

② 豆腐は塩小さじ１を入れたお湯でかたゆでにし、水を切ってもみほぐしておく。

③ にんじん、きゅうりはそれぞれ四つ切りにしておく。

④ Ａの甘酢を作る。

⑤ フライパンに油を熱し、にんじん、しいたけを炒めて甘酢の中へ入れる。

⑥ ⑤が冷めてからきゅうりをまぜ合わせる。

生
活
改
善
で
防
ぐ
脳
卒
中

①
大
切
な
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

血
圧
が
高
く
な
る
と
、
血
管
の

壁
に
負
担
が
か
か
る
た
め
血
管

が
傷
つ
き
、
動
脈
硬
化
を
悪
化

さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
脳

卒
中
に
な
る
人
の
95
％
が
高
血

圧
を
抱
え
て
い
る
と
い
わ
れ
、

脳
卒
中
の
予
防
と
し
て
ま
ず
血

圧
を
基
準
値
（
最
高
血
圧
130
mmhg

未
満
／
最
低
血
圧
85
mmhg
未
満
）

に
近
づ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
新
鮮
な
食
材
で
お
い
し
い
減
塩

食
を
（
下
図
参
照
）

③
適
度
な
運
動
を
す
る

激
し
い
運
動
で
は
な
く
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど
の
全
身

運
動
を
少
し
汗
ば
む
程
度
行
う

の
が
適
し
て
い
ま
す

④
禁
煙
、
過
度
の
飲
酒
を
や
め
る

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン

や
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
血

圧
を
上
げ
脳
卒
中
を
起
こ
し
や

す
く
し
ま
す

⑤
水
や
お
茶
を
意
識
し
て
飲
む

特
に
暑
い
時
期
は
、
体
内
の
水

分
量
が
低
下
し
や
す
く
、
脱
水

状
態
で
は
、
血
栓
を
つ
く
り
脳

の
血
管
を
つ
ま
り
や
す
く
し
ま

す
。
意
識
的
に
１
日
２
リ
ッ
ト

ル
を
目
標
に
水
や
お
茶
な
ど
で

水
分
補
給
し
ま
し
ょ
う

⑥
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
に
注
意
す
る

脳
卒
中
と
は

脳
卒
中
は
、
脳
の
血
管
が
つ
ま

っ
た
り
〈
脳
梗
塞
〉、
脳
の
血
管
が

破
れ
た
り
〈
脳
出
血
〉
す
る
こ
と

で
起
こ
る
病
気
で
す
。
脳
の
血
流

が
悪
く
な
り
、
脳
細
胞
が
死
ん
で

し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
深
刻
な
後

遺
症
を
残
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
脳
卒
中
は
高
齢
者
に
多

く
見
ら
れ
る
病
気
で
、
高
齢
者
で

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
の
約
３

割
が
脳
卒
中
に
よ
る
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
食
生
活

の
変
化
に
よ
り
、
30
〜
40
歳
代
で

発
作
を
起
こ
す
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

脳
卒
中
は
前
ぶ
れ
に
要
注
意
！

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
前
ぶ
れ
と

な
る
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
次

の
初
期
症
状
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
一

つ
で
も
該
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば

脳
卒
中
の
疑
い
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

病
院
で
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

脳
卒
中
初
期
症
状
チ
ェ
ッ
ク

□
か
ら
だ
の
片
側
が
し
び
れ
る

□
片
目
が
見
え
な
く
な
る

□
茶
碗
や
は
し
を
ポ
ロ
ッ
と
落
と

す
□
言
葉
が
出
て
こ
な
い
、
ろ
れ
つ

が
ま
わ
ら
な
い

□
他
人
の
言
う
こ
と
が
理
解
で
き

な
い

冷蔵庫などに入れて、冷たくしていただくととてもおいしいですよ

し
っ
か
り
予
防
「
脳
卒
中
」

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
TEL
22
‐
２
７
１
７

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
月
〜
金
曜
日
　
８：

30
〜
17：

00

土
曜
日
　
８：

30
〜
12：

00

※
７
／
17

（月）
は
休
み

長
門
総
合
病
院
　
TEL
22
‐
２
２
２
０

●
３
ヵ
月
児
健
康
診
査
（
110
日
以
降
）

・
毎
週
火
曜
日
　
13：

00
〜
14：

00

●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
７
／
６

（木）
・
20

（木）

13：

00
〜
14：

00

木
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
TEL
32
‐
０
０
０
８

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
７
／
11

（火）

14：

00
〜
14：

30

友
近
内
科
循
環
器
科
医
院
TEL
32
‐
１
１
８
０

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
７
／
13

（木）

14：

00
〜
14：

30

共
通
事
項

母
子
健
康
手
帳
と
乳
児
一

般
健
康
診
査
受
診
票
を
持
参
の
こ
と

乳

児

健

康

診

査

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査

●
対
象
　
16
年
12
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時
　
７
／
12

（水）
13：

00
〜
13：

30

●
会
場
　
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の

母
子
健
康
手
帳
等

３
歳
児
健
康
診
査

●
対
象
　
15
年
６
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時
　
７
／
25

（火）
13：

00
〜
13：

30

●
会
場
　
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の

母
子
健
康
手
帳
等

●
日
時
・
場
所
（
受
診
票
が
必
要
）

・
７
／
４

（火）
・
６

（木）

13：

30
〜
14：

00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

子
宮
・
乳
が
ん
検
診

●
日
時
・
場
所
（
受
診
票
が
必
要
）

・
７
／
５

（水）
・
６

（木）
７：

00
〜
10：

00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
／
10
（月）
・
11
（火）
・
12
（水）

７：

00
〜
10：

00

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

胃

が

ん

検

診

●
日
時
・
場
所
（
受
診
票
が
必
要
）

・
７
／
３

（月）

13：

30
〜
14：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

前
立
腺
が
ん
検
診

健

康

相

談

●
日
時
・
場
所

・
毎
週
木
曜
日

９：

00
〜
11：

30
、
13：

00
〜
15：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
／
５

（水）

９：

00
〜
11：

30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

●
日
時
・
場
所

・
７
／
５

（水）

10：

00
〜
11：

30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

・
７
／
７

（金）

10：

00
〜
11：

30

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
／
７

（金）
・
21

（金）

９：

00
〜
11：

30
、
13：

00
〜
15：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

育

児

相

談

●
日
時
・
場
所

・
７
／
18

（火）

13：

30
〜
15：

30

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
生
後
３
、
４
カ
月
児
の
保
護
者

・
７
／
21

（金）

14：

00
〜
15：

30

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
生
後
５
、
６
カ
月
児
の
保
護
者

育

児

学

級

13：

00
〜
15：

00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
／
７

（金）

９：

30
〜
11：

30

川
尻
老
人
憩
い
の
家

・
７
／
10

（月）

９：

30
〜
11：

30

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー
　

・
７
／
13

（木）

９：

00
〜
12：

00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
／
20

（木）

９：

30
〜
11：

30

向
津
具
公
民
館

・
７
／
28

（金）

９：

30
〜
11：

30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
日
時
・
場
所

・
７
／
13

（木）

13：

30
〜
15：

00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
乳
幼
児
と
保
護
者

虫

歯

予

防

教

室

・
７
／
21

（金）

９：

30
〜
11：

30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

過去に脳卒中にかかったことのある人と
その家族の方を対象に、教室を開催してい
ます。悩みなどを話し合える仲間をつくり、
再発予防について一緒に勉強しませんか。
●日時　毎月第１・３火曜日

13：30～15：30
●場所　長門市物産観光センター
●申し込み・問い合わせ

長門市保健センター　成人保健係
TEL 23‐1133

脳卒中再発予防教室
（かよう会）参加者募集



「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」
は

消
火
活
動
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
施
設
で
す
。
火
災
発
生
時
に
、

消
火
に
必
要
な
水
を
消
防
隊
に
供
給

す
る
も
の
で
、
道
路
脇
や
歩
道
上
な

ど
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
定
期
的
に
調
査
や
点

検
・
整
備
を
行
い
、
い
つ
ど
こ
で
火

災
が
発
生
し
て
も
直
ち
に
消
火
活
動

で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、

火
災
発
生
時
に
「
消
火
栓
」
や
「
防

火
水
槽
」
付
近
へ
の
違
法
な
駐
車
車

両
が
障
害
と
な
り
、
消
火
活
動
を
妨

「
消
火
栓
」や「
防
火
水
槽
」

の
付
近
は
駐
車
禁
止
で
す

げ
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
法
で
は
駐
車
禁
止
区
域

が
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
消
火
栓
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

●
防
火
水
槽
の
吸
水
口
か
ら
５
ｍ
以

内
の
部
分

一
刻
を
争
う
消
防
活
動
に
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

消
火
栓

防
火
水
槽

▼
▼

５
月
１
日
号
か
ら
紙
面
の
デ
ザ
イ
ン

を
変
更
し
た
の
で
す
が
、
お
気
付
き
で

し
ょ
う
か
？
　
自
動
車
の
マ
イ
ナ
ー
チ

ェ
ン
ジ
み
た
い
な
も
の
で
す
が
、
結
構

い
ろ
ん
な
所
に
手
を
加
え
ま
し
た
。

今
回
一
番
の
変
更
点
は
基
本
書
体
で

す
。「
文
字
が
小
さ
く
て
読
み
づ
ら
い
」

と
い
う
声
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
明
朝

体
を
丸
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
し
て
み
ま
し
た
。

文
字
の
大
き
さ
と
文
字
数
は
変
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
以
前
よ
り
は
大
き
く
見
え
、

読
み
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
行

政
の
文
書
は
明
朝
体
」
と
い
う
お
叱
り

も
覚
悟
し
て
い
た
の
で
す
が
、
余
計
な

心
配
だ
っ
た
よ
う
で
す
。（
そ
れ
よ
り
、

誰
も
気
付
い
て
な
い
の
で
は
…
!?
）

ま
た
、
表
紙
ロ
ゴ
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」

を
は
じ
め
、
各
コ
ー
ナ
ー
の
タ
イ
ト
ル

ロ
ゴ
に
つ
い
て
も
少
し
ず
つ
変
更
し
て

い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
見
比
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。



市
の
生
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

初
夏
の
風
物
詩
「
ホ
タ
ル
」
が
、
６

月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
各
所
で

飛
び
交
い
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

市
内
の
ホ
タ
ル
の
名
所
で
は
、
ホ

タ
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
な
ど
に
ぎ

わ
い
を
み
せ
、
幻
想
的
な
光
の
舞
に

訪
れ
た
見
物
客
は
感
動
の
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。
表
紙
の
写
真
は
、
俵
山
七
重
で
撮
影
し
た
も
の
。

小
川
に
沿
っ
て
ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
様
子
を
写
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。（
６
月
12
日
撮
影
・
５
分
露
光
）

初
夏
の
風
物
詩

幻
想
的
な
ホ
タ
ル
乱
舞


